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１．研究計画の概要 

包晶系の凝固組織を、結晶相の核形成及び成
長のカイネティクスの観点から検討する。水
溶性結晶ををモデル物質として用い、直接観
察結果を基に組織形成過程を明らかにする。 

 

２．研究の進捗状況 

(1)Sr(NO3)2-H2O 系をモデル物質として用
い、包晶関係にある Sr(NO3)2( α相 ) と
Sr(NO3)2･4H2O(β相)の成長･溶解のカイネ
ティクスを調べた。マイケルソン型干渉法を
用いて各相の成長･溶解速度を比較し、後者
はステップの表面エネルギーが大きいにも
関わらず、界面カイネティクス過程が速いた
めに成長及び溶解速度が大きいことを明ら
かにした。またこのような速度差のため、β
相はα相を包有物として取り込むことがで
き、包晶組織を形成するが、α相がβ相を取
り囲む逆の包晶組織は、β相の溶解速度が大
きいために形成されないことが分かった。 

(2)過飽和度溶液中で、二つの結晶相が最初に
現れるまでの時間を測定し、二相の核形成速
度を測定･比較した。この結果、溶液が両相
に過飽和な条件下では必ずα相が先に核形
成し、β相はα相上に核形成することを明ら
かにした。またその原因は、成長速度の場合
とは逆で、α相の表面エネルギーがβ相より
小さいためであることを示した。 

(3)二つの結晶相及び溶媒の凝固過程を、種々
の溶液濃度、温度条件下で直接観察し、成長
条件と形成される組織との関係を調べた。二
相が過飽和条件下にある場合、準安定相上で
あるα相の上に安定相のβ相が不均一核形
成することが包晶組織形成の主因であるこ
とを示した。また、溶媒に対して過冷条件下

ではまず溶媒の凝固が起こり、この結果残液
は残りの二相に対して過飽和になるため､上
と同様α相、β相の順番に核形成し、包晶を
形成すること､従ってこのメカニズムにより、
包晶濃度より希薄な溶液でも包晶が形成し
うることを示した。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

(理由) 

当初の研究計画として、結晶の核形成、成長
及び溶解のカイネティクスを研究項目とし
て挙げた。上記２に示したように､これらの
研究項目はほぼ計画通りに遂行している。 

 
４．今後の研究の推進方策 
(1)材料特性と形成組織との関係に資するこ
とを念頭に、試料全体の組織形成過程の研究
をさらに進める。 
(2)これまでの研究結果の取り纏めを行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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